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阪神淡路大震災を契機とした公園緑地における野外
彫刻設置の変容に関する研究
A  S t u d y  i n t o  C h a n g e s  R e l a t i n g  t o  O p e n―A i r  S c u l p t u r e  i n s t a l l a t i o n s  w i t h i n  P a r k s  a n d  O p e n  S p a c e s ( i n  K o b e )

since the Great Hanshin‐Awaji Earthquake of 1995,
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Abstract i ln Kobe City,Japan,the installation of open、air sculptures was started as part of the reconstruction efforts fo1lowing

the Second Vヽorld War T■ iS initiative has continued to the present lnitially, `symbol roads' with sculptures to create greater

cultural scenery were established as a means to enhance the city's profile. At first, only roadside spaces were considered for

open―air sculptures but types of iocation eventually began to expand. In particular, since the early days of the project, an

increasingly higher ratio of installations began tO be located in parks and open spaces, However,since the Great Hanshin―AwaJi

Earthquake,new installations have decreased in number,a down、vard trend that continues.This research aims to clarify the

reason behind the change and to consider the relationship between open air sculptures and open spaces since the earthquake lt will

aiso consider how the status of open air sculpture installation projects has changed in the periods of post、Mrar recovery and

post―quake reconstruction.
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1.研 究の目的と背景                       オ ープンスペースと野外彫刻の関係性に着目したものでは,西

現在では多くの都市で野外彫刻の設置が見られるが,神 戸市   田 らの研究により都市における公共空間の類型化がなされ
4ち
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(図1)で は,1919年 と早い時期から着手されたことが確認でき   嶋 らによりこの変遷が明らかにされている
5)。これらは,都 市に

る。また設置数は,竹 田
1)によると政令指定都市では最も多いと   お けるオープンスペースの意義を考察するための要素としてパブ

言われている。しかし10年前の阪神 ・淡路大震災において,そ    リ ックア
ートが取り上げられているが,そ の用地利用と野外彫刻

れらの野外彫刻の作品も被災した。                の 設置を検証するものではない。野外彫刻とオープンスペースの

このような野外彫刻に関する既往研究として,竹 田により野外   用 地利用に関する研究は石崎ら
6)による経年変化の傾向を示すも

彫刻設置事業の概要
1)や作品選択のシステム

2)が
示されており,   の がある。しかし,震 災以後の検証はされていない。

国内の野外彫刻の設置例を細羅しているという点で,今 日の野外   本 研究は,① 神戸市の戦後から現在に至る野外彫刻設置事業の

彫刻研究の基盤をなしている。また,震 災後の神戸の野外彫刻の  施 策における位置づけを検証する。②野外彫刻の設置対象地とそ

被災状況や被災作品の素材の研究
3)は
熊野らにより報告されてい  の 用地利用の関係性,特 に公園緑地における野外彫刻の設置に着

る。上記の研究ではその研究の主対象は彫刻作品であり,そ の設   眼 し,そ の変容を究明することを目的としている。

置対象地の属性に関する言及は見られない。

図-1 神 戸市 位 置図

2.研 究の対象と方法

(1)施 策の検証

まず,野 外彫刻設置について,施 策における位置づけの推移を

検証した。神戸市の戦後から現在に至る約 60年間の総合基本計

画は4期で構成されている。その中で,各 計画の 「文化」に関す

る文言を抽出し,野 外彫刻設置の方針, 目的の把握をすすめた。

既往研究においては,作 品選定のシステムである展覧会の沿革や,

設置された作品についての分析はなされていたが, このような市

の総合計画と照合することはなく, この文献調査は本研究の目的

に適う手段である。

(2)作 品の調査

次に野外彫刻作品の実地調査を行った。野外彫刻作品の情報は

神戸市生活文化観光局による。本研究は,同 局の管理する野外彫

刻作品リストのすべてである468点を対象とした。作品の調査は,

設置場所へ実際に出向き,設 置現状や設置位置,設 置対象の周辺

の土地利用などを調査 ・確認をし,撮 影をした
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